
－50― 

厚生科学研究費補助金(子ども家庭総合研究事業) 

心身症、神経症等の実態把握及び対策に関する研究 

分担研究報告書 

 

学習障害における病態解明と実態調査に関する研究（分担研究者 小枝達也） 

 

学習障害児の大脳生理学的機能障害 

言語性意味理解障害児の N400 

研究協力者 加我牧子 国立精神・神経センター 部長 

 

研究要旨 

 学習障害児の神経学的背景を探り治療にむすびつけるため、事象関連電位のうち言語性意味

処理過程と関係するとされるN400成分について検討した。言語性意味理解障害を呈する児では

N400潜時が遅れていたことから、言語のカテゴリー異同弁別に要する情報処理過程の冗長性が

示唆された。振幅の低下が認められたことから健常児と比べてカテゴリーの異同弁別に際して

エネルギーを充分かけえない状態が存在することが推定された。神経生理学的背景を探り、局

在性大脳機能障害を示す学習障害児の病態を知る上でN400は有望であることが確認された。 
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A. 研究目的 

 学習障害は機能的な神経学的病変の存在が推定さ

れており、その神経機構を明らかにし、治療方針を確

立するために神経生理学的検査が有効であることを

私たちはこれまで報告してきた。学習障害児は障害内

容により個別の対応が必要であることから、検査課題

についても個別に考慮する必要があることも指摘し

てきた。今回私たちは言語性意味理解の障害が主要症

状である局在性大脳機能障害児の生理学的機能を明

らかにするため、聴覚的課題を作成しこれに誘発され

る事象関連電位のうち特にN400 成分について検討を

行ったので報告する。 

 

B. 研究方法 

 対象は全体的な知能が正常で特異的に言語性の意

味理解障害を有する計5症例ですべて男児であった。

このうちの１例は後方視的に高機能自閉症と考えら

れた症例である。ただし言語症状、意味の理解などの

神経心理学的症状については自閉症群と非自閉症群

に差は見られなかった。神経心理学的には優位半球側

頭葉の機能低下が疑われた。対象児には理学的・神経

学的検査、心理検査、神経心理学的検査、画像診断検

査等を行って評価した。SPECTによる機能画像診断学

的検査では共通部位として優位半球側頭葉の血流低

下が示された。 

 N400の記録は誘発電位検査装置Neuropack 4または

８（日本光電）を用いた。記録電極Fz,Cz,Pz,Oz,に加

え左右聴皮質を代表させるため両側頭部(C3 とT5の

間の高さでT5に相当する部位の後方１cmとその対称

部位）に関電極をおき両耳朶結合を基準に導出した。

フィルターは1-30Hzとした。刺激課題は動物、鳥類、

物の３種類のカテゴリーからモーラ数が２～４の語

を各20語を女性の声で録音した。これを音響解析ソフ

トウエアで編集し、コンピュータで制御したタキスト

スコープ（岩通アイセルIS-702システム）で呈示した。

第１刺激（S1）と第２刺激（S2）を組み合わせ、S1

ーS2間隔は２秒間、各試行の間隔は10秒間とした。S2

呈示後にS1とS2が異なるカテゴリの組み合わせの場

合にボタンを押すこととした。検査開始前に被験者に

それぞれの刺激語のリストを見せ、知らない語がない

かどうかを確認した。各条件とも練習後に検査を行っ

た。S2呈示後250-600msecに出現する明瞭な陰性成分

をN400とした。S2呈示時を基線として頂点潜時を測

定し、N400の直前の陽性波のpeakからN400のpeakまで
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の振幅を求めた。健常対照は成人12名（男5名、女7

名、平均33.5±8.4歳）、7歳から14歳までの小児14名

（男6名、女8名、平均年齢10.0±1.69 歳）とした。 

 

C. 研究結果 

 健常成人および健常小児のN400は各条件間、カテゴ

リ間、電極部位とも健常成人と健常小児で 
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N400潜時の有意な差は見られなかった。振幅は前頭部

に優位であり、左右側頭部の振幅の差は有意ではなか

った。成人に比して小児の方が振幅が大きかった。図

には代表として動物と物とのペアによるN400振幅の

小児の平均と標準偏差を図に示し対象例の結果を図

上にプロットした。言語性意味理解障害を呈した症例

では潜時が延長する例、また反応が得られない例もあ

った。また振幅の低い例が目立ち、反応波形の得られ

ない例もあった。 

 

D.考察 

 言語性意味理解障害を呈する児では各条件でN400

潜時が健常児に比べて遅れていたことから言語のカ

テゴリー弁別に要する情報処理過程の冗長性が示唆

された。振幅は意味理解にかかるエネルギーの大きさ

を代表するパラメーターの一つと考えられるが、 

N400振幅が小さかったことから言語性意味理解の障

害のある児ではこの課題におけるカテゴリー弁別に

十分なエネルギーをかけえない状態が存在すること

が考えられた。 

 学習障害児の神経学的背景を探り治療・リハビリテ

ーション法を明らかにするためにはこれらの児の障

害の部位診断とレベル診断が重要である。部位診断に

ついては機能画像診断学的には優位半球側頭葉が示

唆されたがN400の結果からは前頭葉おそらくは前頭

連合野の関与も考えられた。レベル診断にはさらに他

のレベルの神経生理学的評価を総合して考える必要

がある。 

 局在性大脳機能障害を示す特異的発達障害児の神

経生理学的背景を探り、病態を知る上でN400は有用で

あることが確認された。今後さらにカテゴリー弁別以

前の、語の意味理解についての神経生理学的課題を作

成し、検討を進める予定である。 

 

E. 結論 

 学習障害児の神経学的背景を探り治療にむすびつ

けるため、事象関連電位のうち言語性意味処理過程と

関係するとされるN400成分について検討した。言語性

意味理解障害を呈する児ではN400潜時が遅れていた

ことから、言語のカテゴリー異同弁別に要する情報処

理過程の冗長性が示唆された。また振幅の低下が認め

られたことから健常児と比べてカテゴリーの異同弁

別に際してエネルギーを充分かけえない状態が存在

することが推定された。神経生理学的背景を探り、局

在性大脳機能障害を示す学習障害児の病態を知る上

でN400は有望であることが確認された。 
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